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２０２４年度　サビエル高等学校　学校評価書

【教育方針】

愛と奉仕に生きる
～ Love and Service ～

【サビエル高等学校が目指す人間像】

自分が愛され、かけがえのない存在であることを知り、人を大切にする人

自分を超えた存在に対する畏敬の念を持つ人

真善美を求め、絶えず学び続ける人

自由に主体的に、また良心に従って判断する人

もっとも支えが必要な人に奉仕する人

異文化を理解し、共生できる人

いのちを尊び、平和を作りだす人



学校評価総括

●生徒指導に関する部分について、教員の生徒への関わり方については小規模校ならではの近い距離感があり、サビエル高校の良さの一つとなっていると感じる。生徒対応について、スクールカウンセラー、シスターにも関
わっていただき多くの助言を得ることができた。
部活動については様々な問題、制約もある中、運動部、文化部ともに地道に活動している。（美術・写真部…全国総合文化祭美術・工芸部門出品　など）部活動の活性化のために教職員の意見を活かせるよう整備をしていき
たい。
〇学校関係者からも、部活動に
○生徒アンケートの結果からも、生徒指導面での教員間の指導の差を多少なりとも感じている生徒がいることがわかる。学校関係者からも、このことについて意見をいただいている。今後も機会あるごとに教職員間の共通理解の
徹底に努めていかなければならない。
○教員の生徒への関わりについてはおおむね良好と言えるが、特に担任はその関わりが大きい。しかし、近年は、担任一人では対処が難しい場面も多くなった。学年団を中心とし、生徒支援担当、管理職が協力し対応してい
かなければならない。年々、生徒を取り巻く諸問題も多様化し、その関わりには特に気を配らなくてはならない。今後についても、情報共有と対応についてしっかりと協力体制をとっていきたい。
○部活動については、活動時間の確保が非常に難しくなっている。教員の業務が増えていることが要因だと思われる。学校関係者からも、教職員の役割分担の明確化などのご意見をいただいた。明確な体制を作っていきた
い。そのこともあり、次年度に向けて、さらに部活動の統廃合を検討している。次年度はカリタス部とインターアクトクラブの統合を考えている。

●学校運営について、それぞれの担当部署において、目標達成のため様々な方策に取り組んだ。保護者アンケートの「知人や友人に、サビエル高校への入学を勧めたいと思う。」、「この学校に入学させて良かったと思う。」と
いう質問については、昨年同様、おおむね良好な結果となっている。生徒、保護者の満足度が、学校についての総括的な指標であり、今後についても、各項目ごとに見直しを図り、サビエル高校に対する満足度を上げていか
なければならない。教科、学年、分掌等それぞれで、2024年度を振り返り、以下の反省点、気づきなどを基に、改善を図りたい。
○ルーブリックアンケートについて、今年度も全学年でアンケートを実施した。この評価を取り入れたことで、建学の理念をもとにした教育がどの程度達成できているかを検証する一助となっている。昨年度末から学校改革につ
いて動きが高まり、建学の理念の部分についても、今の時代、今のサビエル高校にマッチしたものにブラッシュアップした。
○学校の危機管理運営について、これまで通り運営していく。昨今の荒天への対応については、できるだけ早めの対応を心がけていく。また、新型コロナのような伝染病等についても、これまでの経験を活かし、蔓延防止に務
める。
○教職員間での効果的な協力体制の構築が引き続き課題である。2024年度は、コロナ禍で二か所に分けた職員室を１か所に戻すことができ、教員間のコミュニケーションが昨年よりも大変やりやすくなったと感じる。また、昨
今、教員が多忙であり、ひと昔前のような余裕がなくなってきたという意見が非常に多い。学校関係者からも、仕事の見直しについてご意見をいただいている。働き方改革の点からも改善策を出していかなければならない。次年
度に向け、業務削減のため、校内起案方法、見回り業務などを改善していく。
○学校から保護者への連絡・情報提供についてはメール配信、Classiなどの利用により、大変効果があったと感じる。学校関係者の意見として、保護者が学校行事に参加しやすい工夫をされてはどうかなど、いろいろな意見も
いただいた。今後、ぜひ検討していきたい。
○学校行事については、生徒主体でという動きが大きくなっている。次年度はこの動きをさらに加速させていきたい。修学旅行についても、多くの生徒が希望する東京方面で実施することができた。生徒満足度アンケートの「学
校行事に満足している。」は、昨年とほぼ同じ90％の生徒が「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」と回答しているが、「そう思う」の回答が増えている。
○本校企画の海外研修について、今年度も予定どおり実施することができた。行き先はオーストラリアとして実施した。風邪で体調をくずす生徒が出たが、とてもよい研修となった。韓国聖母女子高校との交流は、４年ぶりに実
施することができた。６月には本校で聖母女子の生徒を受け入れ、１２月には聖母女子高校を訪れた。お互い深い関係を持つことができ、特に参加した生徒は貴重な体験ができたと感じる。また留学生受入については、今年度
も、アジアからの留学生を迎え入れることができた。これらの事業はサビエル高校ならではのものである。今後も、ＡＦＳ等の留学支援団体と力を合わせ取り組んでいきたい。また、昨年度からモンゴルからの短期留学生の受け入
れを行っているが、今年度については、年間３回、１０９名の受け入れを行った。次年度もも交流を計画中である。このほか、当初予定になかった韓国の高校生徒の交流も実現できた。
○広報活動については、広報部を中心として教職員全員で中学校、塾への訪問、オープンスクール、学校説明会などの企画運営に力を注いだ。2024年度は、特にインスタグラムの更新頻度を増やし広報活動に取り組んだ。
本校公式アカウントの他、生徒会アカウントも立ち上げ、学校の様子を紹介した。理事会からの支援で始まったラジオ放送「サビエルラヂオ倶楽部」も軌道に乗り、生徒たちの活躍の場ともなっている。来年度についても、Web上
での広報活動を増やし、効果的に行っていきたい。広報活動については、学校関係者からもいただいている様々なメディアを使っての広報についても参考にしていきたい。

●学習指導に関する部分については学校の核となる部分である。関係者評価でも意見があったとおり、「そう思う」の割合を上げていく努力をしなければならない。ICT機器の活用については、今後も多様化していくことが予想さ
れる。様々な情報を得ながら、探究心を持って取り組まなければならない。
○保護者アンケートからも授業についての要望が挙がっている。保護者からの意見を授業の見直しに活かしていきたい。教職員は常に授業改善を意識しているが、まだまだ足りない部分があるのだろう。次年度に向けてさらな
る努力をしていきたい。授業は学校生活の中の大半を占める部分である。これらの項目について、少しでも「どちらかといえばそう思う」ではなく、「そう思う」を増やしていけるよう見直しを図っていきたい。
〇本校では、iPad端末を授業をはじめ、様々な場面で使用している。iPadの性能や容量が非常に大事な部分である。導入年度によって古いiPadがあり、それを２年生で使用していたため、２年生には不便をかけていまった。十
分な学習環境を確保するため、急遽、他端末と入れ替える措置を取り、次年度からは容量の大きな端末と入れ替えることとなった。今後についても、こういう事態が起こる可能性もある。今後はなるべく早い段階で対応措置を撮
れるようにしたい。

●進路指導に関する部分について、保護者、生徒アンケートともにおおむね良好な評価となっている。これらの結果が、卒業後の進路実績にも活かせるよう努力していきたい。今年度の現役生の進路先は、国公立大学１６名、
私立大学４１名、短期大学５名、専門学校７名、留学２名となった。特別進学コースの国公立大学進学率は約５９％であった。２年ぶりに医学部医学科への進学もあった。
○進路指導に際して、積極的にICT機器が利用できてきていると感じているが、利用方法などについては今後も見直しを図っていきたい。学校関係からの意見として、ICT機器の老朽化が挙げられていた。機器の更新について
お計画的に実施していく必要がある。
○進路行事（３月に大学講師等を招き、出前授業をしていただく）を、１、２年生対象として実施している。今年度についても、幅広い分野の講師を招き、生徒の進路意識の向上を図った。進路選択のための一助となったと感じ
る。
〇学校関係者評価の中で、「生徒募集段階からの意識づけ」の重要性を挙げられている。再来年度、大きくカリキュラムを変えていこうとしているので、このことについても併せて進めていきたい。
○地元公立大学の山口東京理科大学について、昨年度は工学部の受験希望者がいなかったが、指定校推薦枠を有効活用するため、また地元大学への進学を即すため、早期から生徒への情報提供に力を入れた結果、薬学
部に１名、工学部に５名の生徒が進学した。



領域 評価 気づき等 ①意見・要望等 ②評価

1 3.68 3.75

2 3.32 3.50

3 3.50 3.50

4 3.27 3.00

5 3.50 3.50

6 3.36 3.25

7 3.91 3.75

8 3.41 3.75

9 3.41 3.00

10 3.33 3.00

11 3.24 3.00

12 2.95 3.25

13 3.67 3.50

14 3.29 3.75

15 3.52 3.75

16 3.62 3.75

17 3.38 3.75

主に生徒
指導に関
する事柄

18 3.23 3.00

19 3.09 3.25

20 3.27 3.50

21 3.36 3.75

22 3.32 3.00

23 3.06 3.00

２０２４年度　サビエル高等学校　教職員による学校評価 意見・要望欄について
○…高評価
△…低評価、今後の課題

評価基準：　４…そう思う　　３…どちらかといえばそう思う　　２…どちらかといえばそうは思わない　　１…そう思わない

自己評価 学校関係者評価

評　　価　　の　　観　　点

主に学校
運営全般
に関する
事柄

学校は、建学の理念「愛と奉仕に生きる」の
もと、教育を行っている。

１、２について
…１については年度ごとに若干の変化はあるが、おおよそ同様の結果となった。生徒、保護者のアンケート
結果についても良好な結果となっている。２については、今年度の学校改革の中で、見直しを行った部分
であり、教職員自身が常日頃からもっと意識することができる環境が必要である。
３について
…特にメール、クラッシー、ＨＰを利用した情報共有はスムーズに行われていると思われる。生徒、保護者と
も、この項目について良好な結果となっている。この情報共有はこれまで同様、危機管理面だけでなく、保
護者への情報提供、様々な連携に活用している。教職員間でも、確認の意味で年度初めに対応の再確認
をとの意見もあった。
４について
…2020年の５月から、新型コロナ感染予防対策として密を避けるため、職員室を二部屋に分けていたが、
今年度からは。職員室を一部屋に戻した。職員室が分かれることで全員が顔を合わせることが少なくなり、
教職員から「学校全体の動きがわかりにくい部分がある。特に他学年の動きがわからない。」といった意見も
あったので、その点については改善されたはずである。
　本校に限ったことではないだろうが、年々、教職員の仕事量は増えているのが現状である。そのため、教
職員に以前ほど余裕がなくなってきている。業務改善（業務の削減）は急務である。
教職員からの次のような意見もあった。
・学年団が意思疎通を十分に行い、一致して指導に当たる必要はあるが、クラス経営について担任の独自
性や裁量はある程度認める方がよい。
・各分掌や学年等のデータ類を印刷したもの（紙媒体）でいつでも見られるようにしておくと、業務の引継ぎ
等が円滑に行われる。
５について
…メールやクラッシー、ＨＰを利用した密な連絡を心がけている。ただ、行事についてのお知らせなどが遅く
なってしまったことがあり、保護者の方から早めの連絡をとのお声もいただいているので、改善したい。ま
た、連携という点から、学校行事等でのサビエル会との連携をより強めていきたい。
６について
…学校行事については、新型コロナの影響もなくなり、活動しやすくなった。スポーツフェスティバルについ
ても保護者の方に応援参加していただくことができた。生徒評価でも、昨年よりも「そう思う」の評価が高く
なっている。
教職員から、生徒の主体性を高めるものとして、次のような意見があった。
　行事にもよるが、生徒にほとんどの部分を任せるようなものがあると良い。とくに生徒会執行部主導の行事
は、生徒による生徒の為のものであってほしい。表向きは生徒主導でも、教員の描く失敗しないシナリオを
実行させることで、達成感や充実感、成長を阻害している、と感じる。失敗を受け入れる教員側の体制が必
要。
7について
…生徒、保護者ともに評価はとても高い。ボランティア活動についても、新型コロナの影響がなくなり、活動
できる機会が増えた。探究での活動も増えてきた。
８について
…「アジアの架け橋」プロジェクトの後継として「アジアの架け橋プラス」プロジェクトによる留学生の受け入れ
を行った。アジアからの留学生３名を受け入れることができた。また、昨年度に引き続き、モンゴルからの留
学生を受け入れた。夏２回と冬の１回、計３回の受け入れを行った。受け入れの際、文化の違いなどもあり、
今後、解決していかなければならない課題も見えてきた。長期留学生受け入れとしてタイとオランダから２名
の生徒を受け入れた。留学生受け入れについては、ＡＦＳの関係者の方々、ホストファミリーとして手助けし
ていただいた地域の皆様など多くの方に助けていただいた。夏休み中の海外研修についても、行き先は
オーストラリアとして実施することができた。現地で体調不良者（風邪症状）が多数出るなどあったが、研修
については大変好評であり、次年度についても継続していきたいと考えている。
９について
…ＨＰの充実、フェイスブック、インスタグラムでの広報活動に加え、理事会の方からの援助を受け、ラジオ
放送を開始するなど外部への露出度を上げている。インスタグラムでは、生徒会執行部のアカウントを作
り、生徒主体の広報も行った。１２月にインスタグラムのアカウントが凍結されるなどの問題も発生したが、先
生方の迅速な対応によって、短時間で復活することができた。教職員自己評価についても、昨年に比べ
「そう思う」の割合が増えている。次年度に向けて、ホームページの大幅な見直しを行う予定である。

〇保護者との結びつきにおいては、クラッシーでの連絡ができている
ため、学校からの発信はできている。
△相互でということは、なかなか難しいものと思われる。保護者が学
校に行きやすい行事ができるとよい。
△保護者アンケートの結果は大切にしつつも、ああくまで参考資料
の一つとして冷静かつ多面的に捉えることが重要だと考える。アン
ケートの結果は対話のきっかけとし、保護者会でテーマとして取り上
げたり、学校としてどう受け止め、どう改善するかを発信することで、
信頼につながる。保護者の方々との談話の中でよく耳にするのは親
子の会話が少ないこと、学校からのお知らせプリントが保護者の手元
に届くまでに時間がかかるとのこと。年度初めに配布される年間スケ
ジュールをクラッシーに掲載される行事予定を確認する際に活用い
ただき、保護者の参加行事は赤字表示する工夫をされてはどうか。

△教職員の激務の改善は、学校現場の意識改革が必要であり、具
体的に業務の見直しとして「やるべきこと」、「やらなくてもいいこと」を
学校単位で見直すことである。教職員同士が孤立せず、一人で抱え
込まず協力しながら対応していくことが大事である。どこから変えられ
るか、誰が動けるか、現場レベルでできることなのかがポイントになる
と思われる。
△完全ペーパーレスを目指すのではなく、必要な場面には紙も活用
するハイブリット型が、今の時代に合った見える化といえると考える。
△教員の業務が増えていて先生方に余裕がないのは明らかである
が、非常勤けが動いている事があってはならないと思う。ミャンマー
地震の募金活動については街頭募金をすること、図書館に募金箱を
置いてもらうことはミャンマーのためのみならず学校を体外的にア
ピールすることの一環であることは間違いなかったが、それに関わっ
ていたのが非常勤の先生だけであったことに疑問に思う。非常勤とし
ては授業以外ではもちろん報酬は発生しないため、全てがボラン
ティアということになるが、あくまでも善意であることと、非常勤である
ことを他の先生方には念頭に置いていただきたいと思う。

△広報活動に関しては少子化もあるが、生徒の減少もあるため、全
体で活発化できるようになればと思思う。
〇広報については、HPやパンフレットに力を入れられていることは見
て取れる。生徒が多く登場している点も評価できるし、HPのYouTube
に生徒が出てくるのも良い。YouTubeやInstagramへの生徒の参加は
積極的に実施されたい。
△ただ、そのような活動が残念ながら生徒募集に結びついていな
い。広報活動は生徒募集の成果と連動していなければ、その活動は
自己満足である。どのようにすれば生徒募集と結びつくのか、真剣に
検証されたい。

私は、サビエル高校が目指す人間像[①自分が愛
され、かけがえのない存在であることを知り、二兎
を大切にする人　②自分を超えた存在に対する畏
敬の念を持つ人　③真善美を求め、絶えず学び続
ける人　④自由に、主体的に、また良心に従って判
断する人　⑤もっとも支えが必要な人に奉仕する人
⑥異文化を理解し、共生できる人　⑦いのちを尊
び、平和を作り出す人]を常に念頭に置いて、学校
生活を送っている。

学校は、生徒の安全確保を最優先し、危機
管理を根底とした運営を行っている。

教職員間（学年間・教科間・その他）の協力
体制ができている。

学校は保護者への情報提供や保護者への
連携を十分に行っている。

各種学校行事について、充実して行われて
いる。

学校は、ボランティア活動を通して他者のた
めに生きる人材となるよう指導している。

学校は、国際交流活動を通して、グローバル
な人材となるよう指導している。

ＨＰなどにより、広報活動が十分に行われて
いる。

主に学習
指導に関
する事柄 私は、「分かりやすい・深く考える」授業を目

指して、教材研究に取り組んでいる。

△先生によっての差もあると思われるが、ICT機器の活用は、今後さらに効果
的に使用していただけると生徒の今後にも役立つと思われる。
△授業に対する満足度については、A評価がすべて50％以下となっているこ
とを重く受け止めるべきである。B評価をしている生徒に「なぜA評価でないの
か」について聞き取りを実施し、A評価となるよう具体的な改善策を立てられた
い。

△ICT機器の不具合や、プロジェクタースクリーンの破損が多くあるように思わ
れる。
〇学校と保護者の間に信頼関係を築くには双方向のコミュニケーションと誠実
な対応が何より大切。ICTの効率的活用（出欠管理、教材配布をオンラインで
効率化、Teams、Zoom）をされていますので、情報を共有しやすい。

〇問題がある時だけではなく、生徒の頑張りや成長も積極的に伝えてくださっ
ている。
△生徒の良い面を共有するようなポジティブな連絡をもらうことで、保護者も安
心し、信頼が生まれる。信頼関係を築くためには、より多くの保護者に保護者
参加型（保護者会、学校行事、ボランティア活動）に参加してもらい、学校への
理解を深めていただけることが課題だと考える。学校の今後の展望、教職員の
想い、PTA活動の成長報告など、感情に訴える部分を大切にしつつ、「参加し
て良かった」、「知っておいて良かった」など過去に参加された方の声を共有
し、リアルな声を届けたい。

私は、授業の進め方を、ALなどを取り入れな
がら、常に工夫・改善しながら適切に行って
いる。

私は、ICT機器の特性を活かした授業を行っ
ている。

私(各教科）は生徒や保護者が納得のいく評
価基準を設定している。

主に進路
指導に関
する事柄

私は、各学年・教科の目標達成に向けて指
導法を改善したり、研究したりしている。

　おおむね良好な結果である。生徒、保護者のアンケートについても、概ね高評価となっている。今年度の
卒業生の進学実績については、国公立大学合格者が１６名（特別進学コースから１３名、進学コースから３
名）の合格者を出した。卒業生数は７２名であった。昨年は卒業生数が少ないこともあったが、大幅に国公
立大学合格者が増えた。
　また、毎年、山口東京理科大・工学部の希望者を増やせていないことが課題となっていたが、今年度に
ついては、早期からの意識づけなどもあり、工学部に５名の生徒を合格させることができた。この結果を活か
しながら、生徒募集の際に、中学生にもっとアピールをして、そもそも理系の希望者を増やすことが必要だ
と思われる。
１６については、主にクラッシーを利用しての情報発信を行っている。教職員自己評価が、昨年に比べると
少し上がっている。また、保護者アンケートの「学校は、保護者との連携を密にした進路指導を行ってい
る。」について、他の進路に関する質問よりも若干、評価が低いのが気になる。保護者への情報提供は増え
ているはずであるが、クラッシーの活用、情報のタイミングや内容などについて、よりよりものを目指していき
たい。

〇生徒の希望に応じた対応、全体に向けた発信がされており、生徒も前向き
に進路について考えることができていると感じる。
〇生徒満足度アンケート13「早期から進路に対する目標の意識づけを行って
いる。」については、57％と高い評価を得ており、このことが、進学実績に繋
がっていると考える。更に言えば、「募集段階からの意識づけ」が非常に重要と
考える。
△本学の目指す方向や特徴を明確にし、広く浸透させることにより、高い意識
を持って目標を達成できる生徒の入学を促し、入学後は全力で支援された
い。
〇1年時から進路先についての意識づけが行われていると感じる。
△保護者が納得する教育と生徒にわかりやすい授業は、共通して信頼と理解
を築くことが大切。何を大切にして教育をしているのかを明確に伝えること、そ
して、学力向上だけではなく、人間性の育成や社会性、問題解決能力も含め
た教育のビジョンが保護者に伝わると安心感につながる。生徒が自分で考え
る、表現する場を設けること、小さな成功体験を積ませながら自身を育ててほ
しい。誠実で、丁寧で、思いやりのある教育であることを望む。

ＬＨＲ等を利用して計画的な進路指導がなさ
れている。

進路指導部からの情報の提供が適切になさ
れている。

　10～13の項目については、新学習指導要領への対応、今後、様々なICT機器、システムが変化していくこと
が予想されるので、校内での教材研究や郊外での各種研修への参加を引き続き推進していきたい。今年度、
全学年が、新課程となり、観点別評価も３年目を迎えた。教務部を中心として、継続的に振り返り、改善を図っ
てきたため、大きなトラブルもなく対応できている。ただ、観点別評価については、これまでの評価方法に比べ
非常に時間と手間のかかるものである。今後については、観点別評価の良い点を活かしつつ、さらに効率的に
評価ができるようなしくみを考える必要がある。
　
　生徒アンケートの「今の授業に満足している」については約９０％の生徒から高評価を得ているが、昨年の結
果と比べると７％下がっている。保護者アンケートの「子供から全体的に授業に満足していると聞いている」の
項目についても、生徒の結果と比べると、低めの結果となっている。今の教員は仕事量が増加傾向にあり、自
分の教科の教材研究に割ける時間が、昔に比べると圧倒的に少なくなっているのが現実である。こういったこと
も原因のひとつなのかもしれない。授業改善を図るうえでも、学校の働き方改革は大事な部分である。改善でき
るところから改善していかなければならない。今年度から出欠管理や帳票作成など事務的な部分を自動化する
ことで教職員の負担を軽減するよう試みた。特に教務部の教員は苦労したところもあるが、結果的には、業務
改善につながったようである。
　学校改革のひとつとして、一コマの時間について、検討中である。３学期に４５分授業を試行した。今後、アン
ケートを実施し、その結果によって４５分授業に向けて進めていく。

教職員から次のような意見もあった。
設問10  11　12について
…教科指導について、観点別評価が導入され、授業を見直す判断材料となっているが、教材研究に時間をか
けにくい部分もある。
…校内で教員研修会があるとよい。
…ICT機材の特性を活かし、効果的な使用を心がけている。

進路に関する相談や個人指導が適切になさ
れている。

全教職員が同じ方針で適切な生徒指導を
行っている。

　学校全体としては生徒指導部の嫌がらせ行為についてのアンケート等で早期発見、防止に努めている。
問題行動はなく、落ち着いた状態を維持している。
　校則については、教職員の中からも見直していくべきとの意見が出ており、来年度に向けて検討中であ
る。
　生徒への適切な声かけについての項目についてもポイントが昨年よりも上がっている。
　生徒動静については、転学、退学者が複数名あった。対応が難しいケースが本当に多くなったが、学年、
管理職、その他関係教員での連携を強めて対応していきたい。生徒との関わりについては、担任をはじめ
色々な先生方がうまく関わられていると感じる。スクールカウンセラーの力も大きかったと感じる。
　部活動については、昨年と同様に生徒アンケートの結果と教職員アンケートの結果に違いが見られた。
教職員の自己評価は低い評価となっているが、生徒の評価は高い評価となっている。学校改革のひとつと
して部活動の活性化が挙げられており、現状でも少しずつ動きがある。それが生徒にも伝わっているのかも
しれない。

教職員からは、このような意見があった。
21について
・支援会議と県の特別支援教育センターとの連携や、校内での教員研修の充実が必要。
23について
　部活動の統廃合を進めている。来年度はカリタス部とインターアクトクラブを統合し、活性化を図る。特に
インターアクトクラブ関係では、来年度に2710地区インターアクトクラブ大会の引き受け校となるので、大会
の成功に向け準備していきたい。

〇生徒の多様性も進行しており、指導について困難な事案も多々あると推察
出来る中で、個別に良く対応されている印象がある。
△コメントにもあるように、引き続き、スクールカウンセラーや外部専門家の活
用等を強化し、先生方に対する支援も充実させながら、生徒指導に当たって
いただきたい。
△学年会、教科会、職員会議などの定期的なミーティングを開催され、情報を
共有、確認する場を設けていただきたい。学校内で、どこまでが担任の先生の
判断になるのかというガイドラインを作成しておくと迷いが少なくなり、組織とし
ても一貫した対応ができると考える。
〇教職員の人柄、誠実さは伝わってくる。成績や生活面で気になる点があれ
ば、三者面談に時間をかけて保護者と一緒に解決策を考えてくださる個別対
応の丁寧さを感じる。保護者からの相談に真摯に耳を傾けていただいている。
△この先生になら任せられると感じてもらうには誠実な姿勢と一貫性が不可欠
である。
△部活動においては、部による差もあると思われる。生徒への指導に関して
は、先生によっては理不尽に上から生徒へ怒ることがあるとも聞く。先生との距
離が近いことはサビエルの良さでもあるため、相談しやすい関係作りを心がけ
ていただきたい。
△部活動についても入学の動機につながる。少ない部活動であることをカ
バーできる要素の確立をしなければならないのではないかと感じる。
△部活動面に対しても教職員の役割の明確化をはっきりされるとよい。

私は、校則を熟知しており、問題行動が発生
した場合などの対処についても理解してい
る。

私は、授業中のみならず、学校生活におい
ても生徒には適切な声かけを行っている。

学校は生徒の心身の悩みに応える体制や
指導ができている。

学校は、いじめの早期発見、防止など、いじ
めに対する対応を十分に行っている。

私は部活動の指導を十分にしている。



2024年度　生徒満足度アンケート（第２回）　集計結果 その１

実施日：2025年3月11～14日
対象：生徒（全学年）

評価基準〔A：そう思う　B：どちらかといえばそう思う　C：どちらかといえばそうは思わない　D：そう思わない〕

A B C D A B C D

34 46 3 3 （人） 28 49 6 3 （人）

A B C D A B C D

40 42 3 1 （人） 43 34 8 1 （人）

A B C D A B C D

56 28 1 1 （人） 51 33 1 1 （人）

A B C D A B C D

36 44 5 1 （人） 36 46 2 2 （人）

A B C D A B C D

41 38 6 1 （人） 38 40 6 2 （人）

A B C D A B C D

28 42 12 4 （人） 43 38 4 1 （人）

1 私は、建学の理念「愛と奉仕に生きる」を常に念頭に置いて、学校生活を送ってい
る。

2 私は、サビエル高校が目指す人間像[①自分が愛され、かけがえのない存在であることを知り、二兎を大切にする人　②自分を超えた存在に

対する畏敬の念を持つ人　③真善美を求め、絶えず学び続ける人　④自由に、主体的に、また良心に従って判断する人　⑤もっとも支えが必要

な人に奉仕する人　⑥異文化を理解し、共生できる人　⑦いのちを尊び、平和を作り出す人]を常に念頭に置いて、学校生活を送っている。

3 学校は、生徒の安全確保を最優先し、危機管理を根底とした運営を
行っている。

4 学校行事に満足している。

5 学校は、ボランティア活動を通して、他者のために生きる人材となるよう
指導している。

6 学校は、国際交流活動を通して、グローバルな人材となるよう指導して
いる。

7 先生方は興味・関心が持てる授業を行っている。 8 先生方は熱心に解りやすい、深く考える授業を行っている。

9 私は意欲的に授業を受けている。 10 私は、今の授業に満足している。

11 私は、家庭学習の習慣が身についてきた。 12 学校は、個別懇談等、生徒の適性や希望等を活かした進路指導を
行っている。
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2024年度　生徒満足度アンケート（第２回）　集計結果 その２

実施日：2025年3月11～14日

対象：生徒（全学年）

評価基準〔A：そう思う　B：どちらかといえばそう思う　C：どちらかといえばそうは思わない　D：そう思わない〕

A B C D A B C D

49 32 4 1 （人） 47 34 4 1 （人）

A B C D A B C D

59 25 1 1 （人） 61 23 1 1 （人）

A B C D A B C D

39 34 10 3 （人） 46 35 4 1 （人）

A B C D A B C D

48 36 1 1 （人） 40 37 6 3 （人）

A B C D A B C D

51 25 6 2 （人） 50 34 0 2 （人）

A B C D

37 36 9 4 （人）

14 進路について考える際、学校内で必要な資料の閲覧、情報検索など
が十分にできる。

21 私が所属している部活動は、指導が十分に行われている。 22 この学校に入学して良かったと思う。

17 どの先生も同じ方針で生徒指導を行っている。 18 先生方は生徒の間違った行動に対して適切に指導している。

19 先生方は生徒からの相談に積極的・親身に応じている。 20 学校は、いじめの早期発見、防止など、いじめに対する対応を十分に
行っている。

23 知人や友人に、サビエル高校への入学を勧たいと思う。

15 私は、基本的な生活マナー・交通ルールが身についてきている。 16 私は、髪型、服装などサビエル生らしい身なりをしている。

13 学校は、早期から進路に対する目標の意識づけを行っている。
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2024年度　保護者満足度アンケート（第２回）　集計結果 その１

実施日：2025年3月11日～3月31日
対象：全学年保護者

評価基準〔Ａ：そう思う　Ｂ：どちらかといえばそう思う　Ｃ：どちらかといえばそうは思わない　Ｄ：そう思わない〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

37 34 6 0 （人） 36 40 1 0 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

29 39 8 1 （人） 30 35 9 3 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

28 39 9 1 （人） 19 46 11 1 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

58 17 2 0 （人） 46 29 2 0 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

40 30 6 1 （人） 24 43 8 2 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

18 46 8 5 （人） 25 30 19 3 （人）

1 全校集会やホームページ等を通して建学の理念や教育方針等が生徒や保護者
に伝わるようにしている。

2 学校は、生徒の安全確保を最優先し、危機管理を根底とした運営を
行っている。

3 学校は、保護者の話や声を聞く機会を設けている。 4 学校は、生徒の話や声を聞く機会を設けている。

5 学校は、保護者の要望を把握し、協力して活動している。 6 学校と保護者との連携がうまく取れている。

7 学校は、ボランティア活動や国際交流活動を通して、他者のために生き
る人材となるよう指導している。

8 学校は総合的な学習の時間や学校行事等で、様々な体験ができる指
導をしている。

9 学校の雰囲気がよく、子どもはいきいきと楽しく学校生活を送っている。 10 学校は、生徒の興味・関心を高める授業を展開している。

11 子どもから「全体的に授業に満足している」と聞いている。 12 子どもは、家庭学習の習慣が身についている。
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2024年度　保護者満足度アンケート（第２回）　集計結果 その２

実施日：2025年3月11日～3月31日

対象：全学年保護者

評価基準〔Ａ：そう思う　Ｂ：どちらかといえばそう思う　Ｃ：どちらかといえばそうは思わない　Ｄ：そう思わない〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

34 39 3 1 （人） 39 31 5 1 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
21 44 11 1 （人） 35 40 1 1 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
31 42 3 0 （人） 52 25 0 0 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
20 46 8 2 （人） 25 43 7 1 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
31 36 7 3 （人） 52 22 3 0 （人）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
43 28 5 1 （人）

23 知人や友人に、サビエル高校への入学を勧めたいと思う。

21 部活動の指導は十分に行われている。 22 サビエル高校に入学させてよかったと思う。

17 学校は、生徒に基本的な生活マナー・交通ルールが身につくように指
導している。

18 子どもは、髪型、服装などサビエル生らしい身なりをしている。

19 学校は、心身の悩みに応える指導を行っている。 20 学校は、いじめの早期発見、防止など、いじめに対する対応を十分に
行っている。

15 学校は、保護者との連携を密にした進路指導を行っている。 16 学校は、早期から進路に対する目標の意識づけを行っている。

13 学校は、生徒の適性や希望等を生かした進路指導を行っている。 14 学校は、個別懇談等、生徒一人ひとりを大切にした進路指導を行って
いる。
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